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アートフェアの仕事 すどう美術館 髙橋玉恵

若き画家たちからのメッセージ展
　今年も「若き画家たちからのメッセージ」展の時期がきた。
１４回という回数を重ねているが、こんな珍しいコンクール
は他所ではちょっと真似ができない。須藤館長夫妻がポート
フォリオを見ながら長い時間を掛けて執拗に面談を繰り返し
若い作家の創作意欲を刺激する。作家はこのコミュニケー
ションをもとにアトリエに戻り出品作品を制作するのだが、
ポートフォリオにあった甘さはすっかり消え、そこには自
問自答する姿が見えてきて面白い。このような自分の言葉
と世界にこだわり続けた作品に接していると、作品の中を
彷徨し、一巡しているうちに作家とすっかり打ち解けすご
く暖かい気持になっている。未知の世界に入り込むことほ
どハラハラドキドキするものはない。作品を一点ずつ見終
わった後の気持はちょっと例えようがないが、急に友達
がいっぱい出来てしまったような気持である。大切な時
間を過ごすってこういうことなんだと思う。
　毎回、初日のレセプション会場で発表される受賞者は
過去の受賞者も加わった須藤館長夫妻との議論があって
選ばれるが、このときの緊張したコミュニケーション
が面白い。互いの眼と感性が束の間激しく交叉する予
断を許さない張りつめた雰囲気を維持したまま同時代、
同世代の中に作家を見つける作業が続けられる。
　これまでに多くの若い作家が育ち活躍しているが、
その仕事振りは社会の中にしっかり接点を見つけ足
場を築いている。続けてきた甲斐があるというもの
だ。
　若者たちの心の中を彷徨し多勢の友人をつくって
みませんか。「若き画家たちからのメッセージ」展
はとにかく楽しい。

こんな話でよかったら (10) 仙仁司

クレヨンと水彩絵具
　クレヨンや水彩絵具は出会いの早過ぎた幼い恋かもしれな
い。幼年期、使い勝手も思うにまかせずクレヨンの綺麗な箱
のセットがその日のうちに不揃いになった無惨な姿、独特の
非日常的な香りと感触。夢中で描きまくった最初の図画の表
と裏を記憶していますか。
　上手さを意識するようになって来た頃の水彩画時代を抜
け、美術を専門に学ぶ時代には旺盛な研究心が油絵に向け
られ、次第に深入りして行く。そのうち意識からクレヨン
画も水彩画も通過点として遠ざかり、表現の主材料として
画家の手に呼び戻されることはきわめて少ない。多くの
人々が幼児教育のプロセスの中でいやという程触れなが
ら、更なる好奇心へと継続して行くことも難しい。専門
店ですら油絵具がほとんどで、国民的画材とでも言って
いい筈のクレヨンや水彩絵具は遠慮がちに並んでいる。
色数も豊富にあって、無心に語り掛け、絵心を刺激して
いるではないか。油絵に精通した手と眼を休めて、ただ
通過してきただけだったクレヨンと水彩絵具に眼と手
を向けてみてはどうだろうか。使い熟されることもな
いままに何時か失ってしまったクレヨンと水彩絵具。
もう一度取り寄せて油絵具と同じようにパラレルに接
してみてはどうでしょうか。
　意識の外で長い時間止まったままでいたクレヨン
と水彩絵具を現在のあなたのすぐれた眼と手によっ
てあなたの中を動き出すチャンスを見つけてはどう
でしょうか。
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す
で
に
ご
報
告
し
て
お
り
ま
す
が
�
す
ど
う

美
術
館
で
は
現
在
�
二
つ
の
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
が

進
行
し
て
い
ま
す
�

　

そ
の
一
つ
�﹁
西
湘
地
区
ア
�
テ
�
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
﹂
は
海
外
�
国
内
計
十
二

名
の
ア
�
テ
�
ス
ト
を
招
待
し
小
田
原
地
区
に

宿
泊
場
所
�
制
作
場
所
を
提
供
し
て
�
作
品
の

制
作
を
し
て
い
た
だ
く
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
で
す

が
�
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
が
固
ま
り
�
日
程
も
十

一
月
七
日
か
ら
十
八
日
ま
で
と
決
ま
り
ま
し

た
�
制
作
さ
れ
た
作
品
は
そ
の
後
�
小
田
原
市

や
南
足
柄
市
な
ど
の
施
設
に
展
示
し
ま
す
が
�

そ
の
施
設
も
決
定
し
ま
し
た
�

　

す
で
に
海
外
�
国
内
の
ア
�
テ
�
ス
ト
の
募

集
を
始
め
て
お
り
�
八
月
末
ま
で
に
は
選
考
を

終
わ
り
招
待
状
を
発
送
す
る
予
定
で
す
�

　

こ
れ
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
ス
タ
�
フ
の
募

集
�
仕
事
の
分
担
打
ち
合
わ
せ
を
初
め
�
必
要

備
品
や
画
材
の
調
達
�
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
な
ソ

フ
ト
面
で
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
�

　

も
う
一
つ
は
三
月
十
一
日
�
東
日
本
大
震
災

垣根の向こうに見えたもの 露木清勝
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「
さ
す
が
慣
れ
て
ま
す
ね
、
髙
橋
さ
ん
」
と
言
っ
て

ほ
め
ら
れ
た
の
は
、
作
品
を
展
示
す
る
た
め
の
釘
打

ち
だ
っ
た
。
確
か
に
釘
を
打
つ
こ
と
は
慣
れ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
展
示
作
業
は
慣
れ
る
こ
と
が
な

い
。
個
展
、グ
ル
ー
プ
展
、出
前
美
術
館
や
海
外
の
ア
ー

ト
フ
ェ
ア
な
ど
、
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
作
品
の
内

容
に
よ
っ
て
、
無
限
に
展
示
の
方
法
が
あ
る
。
作
品

を
生
か
し
た
空
間
を
作
れ
る
か
ど
う
か
は
、
展
示
の

仕
方
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ど
ん
な
状
況
に
も

柔
軟
に
対
応
で
き
る
ア
イ
デ
ィ
ア
が
必
要
だ
。

　

以
前
マ
ド
リ
ッ
ド
で
画
廊
を
見
て
回
っ
た
時
、
広

い
ス
ペ
ー
ス
に
１
点
だ
け
の
作
品
、
そ
ん
な
展
示
を

数
々
見
か
け
た
。
空
間
そ
の
も
の
が
作
品
の
様
で
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
展
示
の
仕
方
に
多
く
の
刺
激
を

受
け
た
。

　

作
品
と
と
も
に
空
間
そ
の
も
の
を
楽
し
め
る
よ
う

な
展
示
を
す
る
た
め
に
は
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ

ず
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
引
き
出
し
を
た
く
さ
ん
持
ち
、

常
に
感
性
を
磨
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
は
展
示
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
仕
事
に
も
共
通
す
る
。

慣
れ
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
探
し
て

い
く
こ
と
、
き
っ
と
そ
う
い
う
気
持
ち
が
仕
事
を
楽

し
く
す
る
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
玉
恵
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　「希望と活力あふれる小田原」を
目指す小田原市無尽蔵プロジェク
トの一つ、第２回小田原もあ展「た
めしに垣根を越えてみる」が６月
２日から５日まで、小田原の銀座
通り商店街を中心に開催されまし
た。
　小田原もあとは、ものづくりと
アートの頭文字「も」「あ」です。
小田原でものづくりをする工芸家
と現代美術のアーティストのコラ
ボレーションプロジェクトです。
その内容は、ツノダ画廊でのすど
う美術館所蔵の２６点のアートと、
漆器・寄木・鋳物・ガラスの工芸
家１０人の作品３０数点の「コラ
ボレーション展示」、倭紙茶舗江嶋
の店先での１００号サイズの板
キャンバス２枚に、工芸家の沢山
の廃材を道行く多くの子供たちが、
アーティストのアドバイスのもと
貼り付けていく「みんなで創るアー
ト」、オービックビル内での、伝統
工芸製作体験や販売でした。
　一見まったく別の世界に思える、
ものづくりとアート、ものづくり
と一言で言っても、数千、数万個
と言う単位で作られる工業製品か
ら、手作りで百個程度から一品物
まで製作する工芸品まで様々なも
のづくりがあります。アートにお
いても版画のようにある程度の枚

で
被
災
さ
れ
た
人
々
の
心
に
�
芸
術
活
動
を
と

お
し
て
生
き
る
勇
気
と
希
望
を
届
け
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
で
す
�

　

名
称
を
﹁
東
日
本
げ
ん
き
ア
�
ト
プ
ロ
ジ
�

ク
ト
﹂
と
し
ま
し
た
�

　

実
際
に
被
災
地
に
行
き
�
美
術
作
品
の
展
示

や
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
�
音
楽
演
奏
な
ど
芸
術
を

通
し
て
交
流
し
�
少
し
で
も
心
の
や
す
ら
ぎ
を

感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
�

　

そ
の
た
め
の
基
金
に
つ
い
て
は
ア
�
テ
�
ス

ト
や
演
奏
家
の
協
力
を
得
て
�
す
ど
う
美
術
館

お
よ
び
ギ
�
ラ
リ
�
無
有
斎︵
東
京
都
江
東
区
︶

な
ど
で
行
な
う
チ
�
リ
テ
�
展
�
チ
�
リ
テ
�

コ
ン
サ
�
ト
の
収
益
を
も
と
と
し
ま
す
�
す
で

に
�
コ
ン
サ
�
ト
二
回
�
展
覧
会
を
一
回
行
な

い
ま
し
た
が
�
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
�

　

被
災
地
で
の
場
所
や
実
施
時
期
は
各
被
災
地

の
実
情
に
つ
い
て
情
報
を
集
め
�
最
適
と
思
わ

れ
る
場
所
�
時
期
を
決
め
て
行
な
う
こ
と
と
し

て
お
り
�
で
き
れ
ば
長
く
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
�

数を作るものから、何年もの時間
をかけて完成する一つの作品まで
様々です。もしかすると、何を創
ろうか？どのような絵画を描こう
か？そう思った瞬間の工芸家も
アーティストも、そのスタートラ
インは同じなのかも知れません。
これは、私の勝手な想像なのです
が・・・。
　６月５日にツノダ画廊で行われ
た、すどう美術館須藤館長のギャ
ラリートークで興味深いお話があ
りました。それは、アーティスト
がお前の仕事は、職人的だと言わ
れること、工芸家がお前の作品は、
何の用途もなく工芸品ではないと
言われることは、それぞれの仕事
を否定されていることらしいので
す。同じスタートをきったはずの
工芸とアートは、違う創造のルー
トをたどり違う表現へ向かってい
きます。どちらがどうと言うので
はなく、それぞれの役割を担う両
者、一枚の絵画が人の人生を変え、
ひとりの工芸家の作品が人の行く
道を変える。本物が持つ両者の力
は、根源的に同じに感じられるの
です。そして垣根が無くなり、両
者の「力」を融合させることが出
来れば、小田原に希望と活力を生
む原動力になると確信したプロ
ジェクトでした。
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は
じ
め
て
八
田
稔
さ
ん
が

美
術
館
に
来
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
十
数
年
前
の
こ
と
で
あ

る
。

　

温
和
な
お
顔
で
入
っ
て
こ

ら
れ
た
そ
の
時
の
こ
と
を
今

で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い

る
。
私
の
出
版
し
た
本
を
読

ま
れ
て
会
い
に
来
て
く
れ
た

の
だ
と
い
う
。

　

そ
れ
か
ら
「
館
長
の
フ
ァ

ン
で
す
」
と
言
っ
て
、
ず
っ

と
付
き
合
い
が
続
い
た
。
と

い
う
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
形
で

応
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
あ
る
。

　

八
田
さ
ん
は
ト
ラ
ベ
ル
プ

ラ
ン
と
い
う
会
社
の
社
長
で

あ
り
、
六
本
木
か
ら
京
橋
へ

事
務
所
を
移
し
て
か
ら
は

ギ
ャ
ラ
リ
ー
び
〜
た
の
オ
ー

ナ
ー
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、

そ
ん
な
え
ら
そ
う
な
と
こ
ろ

は
一
つ
も
見
せ
ず
、
い
つ
も

に
こ
に
こ
し
て
い
る
。
だ
か

ら
一
緒
に
旅
を
し
た
人
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
ど
こ
か
で
出

会
っ
た
人
も
み
ん
な
八
田
教

の
信
者
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
「
そ
の
う
ち
時
間
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た

ら
も
っ
と
お
手
伝
い
で
き
ま
す

よ
、
一
緒
に
美
術
の
こ
と
や
り

ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、
い
つ

も
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
八
田

さ
ん
。
い
ろ
ん
な
夢
を
話
し
、

そ
ん
な
と
き
が
来
る
の
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ー
ト
で
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
」
と
チ
ャ
リ
テ
ィ

展
に
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
作
品

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
た
い

へ
ん
盛
況
で
し
た
。
人
の
温
も

り
が
漂
っ
た
展
覧
会
で
し
た
。  

　
　
　
　
　
　

須
藤
紀
子

AQUAクラブ入会のご案内
年会費　
 一般会員　　3,000 円　　
 特別会員　　10,000 円　
 法人会員　　50,000 円　　　入会随時
 納入方法ご来館時または郵便振込みでお願いします
・郵便振込み　No.00270-7-97439
・加入者名　　すどう美術館友の会　「AQUAクラブ」

ギャラリィ無有斎 展覧会のお知らせ
金土日のみ開廊　11：00 ～ 19：00

（最終日～ 17:00）
（東京都江東区牡丹 3－32－2）
マルティン ファウゼル展

3月 11 日（金）～ 27 日（日）
大矢雅章展

4月 1日（金）～ 24 日（日）

公募
第 14回『若き画家たちからのメッセージ 2011』展
応募者全員に館長が面接し、審査をして出展者を決めます。
遠方の方で来館できない方は、作品資料で審査も可
会期 2011 年 6 月 28 日 ( 火 ) ～ 7 月 10 日 ( 日 )
展示会場 すどう美術館（小田原）
作品 平面 立体 版画他 20 号以下で１人 2点以内 ( 立体は応相談 )
募集人員 20 名 (30 歳くらいまで )
申込締切 2011 年 3 月末日
すどう美術館賞として２点以内の作品を買い上げします。
受賞作家は後日、すどう美術館にて企画の展覧会を行います。
応募方法は TEL、FAX、メールにて面接日予約の上、募集要項に
ついている申込書送付にて
( 募集要項はホームページで掲載中 )

　あの３月１１日から、早くも４
カ月が過ぎようとしています。
　大学時代からの親友が、結婚し
て宮城に住んでいました。彼女は
今回の震災による津波で大切な家
族を失ってしまいました。彼女の
家族が消息不明と知った時の気持
ちをどう表現したらいいのでしょ
う。文字通り息が詰まって意識が
真っ白になってしまいました。胸
が潰れるとは、あんな時に使う言
葉なのかも知れません。
　あれから４カ月。被災地では未
だに過酷な状況のもと、癒える事
の無い悲しみに傷ついている方々
が沢山いらっしゃいます。すどう
美術館に集う方の中にも、ご自身
の家族や親戚、友人が被災され、
その気持ちに寄り添いながら心を
痛めている方も多い事と思いま
す。
　「東日本げんきアートプロジェ
クト」のミーティングに声をかけ
て頂いたのは５月の初めの事でし
た。ギャラリー無有斎のオープニ
ング・コンサートで、大鹿由希さ
んを始めとする出演者の皆さんの
総意として、出演料を「被災地復
興に役立てたい」とすどう美術館
へご提案があった事がきっかけで
発足したプロジェクトという事で
した。「被災地復興のために、傷
ついた人の為に、何か出来る事は
無いだろうか？」私達は真剣に話
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 西湘地区アーティスト イン レジデンスは、国内外からアー
ティストが集まり、交流をしながら作品を制作することを
通じて、アーティスト自身の経験を豊かにし成長へとつな
がっていくこと、また、公開制作や展覧会による地域の人々
への美術の普及への機会となることを目的としています。
1. 期　　間 : 2011 年 11 月 7日（月）～ 11月 18 日（金）
2. 実施場所 : 小田原市内に　宿泊場所、制作場所を提供
3. 募集人員 : 日本人 5～ 6名（年齢問わず）、海外作家は別             
　　　　　　途募集する（5～ 6名）
4.１次審査 : 2011 年 7月末日までに作品資料等を実行委員     
　　　　　会宛に提出
5.２次審査 : 2011 年 8月中に、面接審査、決定発表 8月末
6. 参加費 : 無料ただし、画材の一部と会場までの往復交通費 
　　　　　は各自負担
7. 制作作品 : 期間中制作した作品のうち、1人 2点　実行
　　　　　　委員会に寄贈
8. 展覧会 : 終了後、小田原市清閑亭およびすどう美術館
　　　　　で展覧会を行う。その後南足柄市文化会館に
　　　　　巡回展
9. 交流事業 : 会期中、児童・生徒や一般を対象としたワ
　　　　　　ークショップの講師等を依頼することが
　　　　　　ある。また、制作の公開に協力する。
10. 主　　催 : 西湘地区アーティスト イン レジデンス
　　　　　　　実行委員会
お申し込みお問い合わせは、すどう美術館まで
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須
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し合いました。集った有志作家は
それぞれにチャリティーについて
考えていましたが、具体的な行動
のきっかけを得られずにいたのだ
と思います。そんな時、それぞれ
の考えを持ち寄って話し合う機会
を頂けた事で、少しずつ、目標の
形やそれに対しての問題点などが
見えてきました。東日本げんき
アートプロジェクトとは、今まさ
に歩き始めたばかりの活動なので
す。
　先日、その第１回目の企画とし
て、すどう美術館に於いて「チャ
リティー展」が開催されました。
初日には大鹿さんらが出演する室
内楽のチャリティーコンサートも
行なわれ、短い期間の呼びかけに
も関わらず多くの作品が寄せられ
ました。アイデア溢れたグッズを
提供して下さった作家さんや、大
作を寄付して下さった作家さんも
あり、想いが集まるとこんなに大
きな力になるのだと実感出来る、
大変素晴らしい感動的な展覧会と
なりました。
　現在、広報サポートのためのブ
ログを立ち上げてみました。閲覧
可能な方は是非一度、御覧頂けれ
ば嬉しいです。今後ともご支援の
ほど、どうぞ宜しくお願いします。
「東日本げんきアートプロジェク
トブログ」⇒
http://ameblo.jp/genkiart

西湘地区アーティスト イン レジデンス国内作家




